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鶴城地区〔八ツ面・鶴城〕 

 令和元年７月３０日（火） 午後６時３０分から 

  鶴城ふれあいセンター〔わかつるホール〕 

         

     市政懇談会次第 
１ 開会 
２ 市政運営について（市長） 
３ 地区とりまとめ意見・質問等の回答 
４ 自由意見交換 
５ 閉会 
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出席者等 

懇談会の地区代表者 鶴城小校区：髙�修子代表町内会長 

校区代表町内会長 八ツ面小校区：畔柳 修代表町内会長 

地区関係市議会議員 山田慶勝議員、青山繁議員 

市 関 係 者 

中村市長、長島副市長、稲垣教育長、 

近藤総合政策部長、髙原総務部長、宮地危機管理局長、 

齋藤資産経営局長、岩瀬健康福祉部長、山口子ども部長、 

山﨑市民部長、加藤産業部長、新實環境部長、 

吉田建設部次長、榊原上下水道部長、尾崎市民病院事務部長、 

永谷教育部長、近藤消防署長 

事務局：細田秘書広報広聴課長、高須秘書広報広聴課長補佐ほか

３名 

出 席 者 数 
市民 63 人、地区関係市議会議員２人、市関係者 22 人、 

報道関係者 2 人 

事前意見・質問等 
整理区分 6 件 

内訳：意見 1、質問３、要望１、提案 1 

自 由 意 見 等 
整理区分８件 

内訳：意見３、質問４、提案１ 
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令和元年度 「市長と語る市政懇談会」（鶴城地区〔八ツ面・鶴城〕） 
 
○細田秘書広報広聴課長 

皆さん、こんばんは。 
私は、この懇談会の事務局を務めます秘書広報広聴課長の細田でございます。 
よろしくお願いいたします。 
なお、本日は出席者がクールビズの推奨によりノーネクタイの軽装でありますこと、

また、特産品やイベントのＰＲポロシャツを着用しておりますことを御承知ください。 
それでは、お時間になりましたので、ただいまから「市長と語る市政懇談会」鶴城地

区の八ツ面・鶴城小校区を開会いたします。 
初めに、本日の出席者を御紹介いたします。 
この懇談会の開催に当たり、多大なる御協力を賜りました地区の代表町内会長の皆様

で、鶴城小校区の髙�修子様、八ツ面小校区の畔柳 修様、以上の皆様でございます。 
また、市議会からは山田慶勝議員、青山 繁議員、以上の 
皆様に御出席をいただいております。 
そして、市からは中村市長を初め、長島副市長、稲垣教育長、そして関係部局の部長、

部次長が出席しております。 
どうぞ、よろしくお願いいたします。 
続きまして、本日の予定を御案内いたします。 
この後、15分程度の時間で、市長が市政運営についてお話を申し上げます。その後、

事前にお聞きいたしました御意見や御質問などに対して、市から回答をさせていただき
ます。 

また、地区取りまとめの御意見等とは別に、参加者の皆様から広く御意見等をお聞き
する自由意見交換の時間も設けておりますので、まちづくりに対する御提案や御意見、
その他、地域の困り事や関心事などがございましたら御発言をいただきたいと思います。 

皆様との懇談のお時間は午後８時15分までとさせていただきます。その後、若干の連
絡を申し上げて閉会とさせていただきたいと思いますので、御協力をお願いいたします。
なお、懇談会の途中の休憩時間は設けておりませんが、会場出入り口を開けております
ので、必要に応じて入退室いただければと思います。 

また、記録用としまして、懇談会の音声録音と写真撮影をさせていただきますことを
御了承ください。 

それでは、市長から挨拶を兼ねて、市政運営について御説明を申し上げます。 

 

○中村市長 

皆さん、こんばんは。西尾市長の中村 健でございます。 
本日は「市長と語る市政懇談会」八ツ面地区、鶴城地区に御参加をいただきまして、

まずもって御礼を申し上げます。ありがとうございます。 
西尾市におきましては、２年に１度、この地区別の市政懇談会を行っておりまして、

ちょうど今年が開催年ということとなります。せっかくの顔を合わせてのコミュニケー
ションの機会といいますか、意見交換の機会でありますので、相互理解が深まるような
有意義な時間にしたいというように思いますので、どうかよろしくお願いしたいと思い
ます。 

それでは、今年度の市政運営についてお話をさせていただきたいと思いますけれども、
Ａ３版の、この令和元年度 施政方針に掲げる主な事業という資料をごらんください。
ちょっとここから座って説明させていただきます。 

まず右側の右上に、多様性が輝く共生のまちづくりという文言があります。これが今
年度の施政運営のスローガンであります。ここに込めた思いといたしましては、その多
様性とか、共生というのがキーワードになるんですけれども、世の中いろいろな方がい
らっしゃいまして、年齢とか、性別とか、国籍だとか、障害の有無だとかという違いが
あるんですけれども、そういった違いを色めがねで見るのではなくて、やっぱり個性と



4 

 

して一人一人尊重して支え合っていけるような、そういう社会にしていきたいという思
いのもとで、このスローガンをつくりました。ですので、市政全体としてはいろいろや
っていくわけでありますけれども、特にこの多様性とか、共生というところについては、
この１年間力を入れて事業を実施していきたいなという考えでおります。 

その下の辺に、ちょっと令和元年度の見込み（当初予算）というのが枠で囲んである
かと思いますけれども、いわゆる予算、予算と言います一般会計というものの予算規模
がおよそ550億円で、令和元年度については法人税収なんかを含めて市税の伸びが非常に
良かったので、結果としては過去最高規模の予算を組むことができました。具体的にど
ういった事業があるかというところをこれから説明させていただくんですけれども、色
のついている見出しに沿って説明をさせていただきたいなと思います。 

まず最初は、活力と魅力あふれる産業づくりというところになります。全部説明して
いくと、時間がどうしても足りませんので、僕の方で幾つかピックアップをさせていた
だいて説明をするということで、お許しをいただきたいなというように思います。 

まず一番上でありますけれども、全国の茶業関係者が集まる「全国お茶まつり」を開
催し、「西尾の抹茶」を初め、西尾の魅力を発信というふうにあります。この全国お茶ま
つりというのは、全国の中のお茶どころで開催をしていて、茶の品評会ですとか、あと
は御当地のお茶のＰＲなんかをする結構大きなイベントでありまして、これが西尾市と
しては15年ぶりの開催となります。今年の11月に開催する予定でありますけれども、大
体来場者がどうですかね。５万、６万人ぐらは来るだろうというふうに見込んでおりま
すので、まずは品評会で地元のお茶業関係者の皆様にいい成績を取っていただきたいと
いうのもあるんですけれども、市としてもお茶を初めとして、農水産物のＰＲをしてい
く中で、広く西尾市のＰＲも行っていきたいなというふうに考えているところでありま
す。 

続いて５行下がっていただいて、ふるさと応援寄附金制度により西尾市の魅力を広く
全国にＰＲとあります。これがいわゆる、ふるさと納税でありまして、昨年度１年間い
ろいろ世間的なニュースでにぎわせた話題でもありますけれども、このふるさと納税と
いうのは、要は税金ではない形での市に入ってくる、その収入といいますか、お金とい
たしましては結構知恵によって、かなり歳入の確保になるので、非常に大事だと思って
おりまして、西尾市という場所は抹茶とか、うなぎとか、えびせんべいのような特産品
もたくさんありますし、また温泉地でもあったりだとかということで、そのふるさと納
税のメニューとしては豊富にあって事欠かないと思っています。あとはその魅力をいか
に全国の方にしっかり伝えて寄付という形で返礼品を、その寄付という形でいただける
かというところになるんですけれども、今年度については昨年度よりもどうですかね、
1.5倍か２倍ぐらいのペースで伸びていまして、うまくいけば１年間での、そのふるさと
納税での寄付金額が４億円ぐらいにはなるのかなというような調子であります。必要経
費なんか省くと、手元に残るのは半額その半分ぐらいにはなりますけれども、それでも
貴重な市としての収入源になりますので、うまく西尾市のＰＲにつなげながら歳入の確
保という形でもしっかり取り組んでいきたいなというふうに思っているところでありま
す。 

続いて、大きな見出しの利便性と快適性を高める基盤づくりというところをごらんい
ただきたいと思います。まず一番最初の星の主要幹線道路の整備というところで、国道
23号名豊道路については名古屋側から見て今、西尾東インターまでが４車線化になって
います。おかげで随分、名古屋に行くのは時間の短縮が図られたと思うんですけれども、
実際そこから先の部分については蒲郡から豊川の一区間がつながっていなかったりです
とか、あるいは西尾東からその東というか、南の方面はまだ２車線化になっていますの
で、この23号バイパスの効果が十分に発揮できていない部分があります。こちらは国道
という形になりますので、毎年国土交通省の方に出向いて、早く整備をして下さいとい
う要望はしているんですけれども、まずはつながっていない区間をつなげて、その後は
２車線の区間を４車線化していくという計画でいますので、１年でも早く全線整備が終
わるようにという形で、今後も力を入れて要望していきたいなというように思います。 

次の衣浦岡崎線というやつは、岡崎の中島の方から衣浦トンネルの方までずっとつな
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がっている西尾市の大動脈となる道路でありまして、ここが今、平坂とか矢田の方は４
車線化になっているんですけれども、大半の西尾市内における区間はまだ２車線化の状
況でありまして、これについても物流ですとか、市民生活においてもやっぱりメリット
が大きい路線でありますので、少しでも早く４車線化を全線やっていただきたいという
ことで、愛知県の方に要望をしておりまして、今年度からこれまでよりもちょっと整備
のペースを上げてやっていただけるという話にはなっていますので、なるべく早く全線
４車線化が実現できるようにという形で、これについても愛知県の方に引き続き要望し
ていきたいなというふうに思っているところであります。 

次にちょっと飛びますが、この見出しの一番下のところで、西尾駅西側に建設された
コンベンション方ル棟に加え、ホテル棟がオープンすることにより、駅周辺を核とする
賑わい創出の推進というふうにあります。昨年度、西尾駅前にそのコンベンションホー
ルという、要は大きい会議場がオープンしまして、この３月にはビジネスホテルもオー
プンしたということで、確実に新しい人の流れは正直できているんです。ただ、その新
しい人の流れを十分に経済活動とか、広くまちづくりにまだまだつながっていない部分
がありまして、これについては民間事業者の活力がないと、なかなか行政だけでできる
ことに限りがあるんですが、せっかく新しい人の流れができたということでありますの
で、これを新たなにぎわいづくりにつなげていけるようにという形で、民間事業者等と
協力をしながら、このチャンスを生かしていきたいなというふうに思っているところで
あります。 

次に、地域を支える文化と人を育む環境づくりというところをごらんください。まず、
一番最初の星の、子育てできる環境づくりの中の１行目でありますけれども、幼稚園・
保育園の認定こども園化の推進とあります。こども園とは何かというところは、ちょっ
と説明する時間がないんですが、簡単に言えば幼稚園のいいところと保育園のいいとこ
ろを合わせ持ったような施設がこども園となります。今、西尾市内ではまだこども園と
いうのはないんですが、来年度初めから西尾の中央幼稚園がこども園となる予定であり
まして、今後もその子どもさんの状況ですとか、保育のニーズなんかを踏まえながら、
順次こども園化できるところは推進をしていきたいなというふうに考えているところで
あります。 

次に２段下がっていただいて、特定不妊治療費及び男性不妊治療費に対する助成制度
の拡充というふうにあります。今、僕は典型的な子育て世代になるんですが、同年代の
方とお話をしていると、自然に任せて妊娠がなかなか困難な方もいらっしゃって、専門
的な医療の治療を受けて、そういう妊娠というか、出産につなげるという方々もすごく
数がふえています。その不妊治療と呼ばれる治療も幾つか段階があるんですけれども、
特定不妊治療と呼ばれるような治療になりますと、一度で50万ぐらいかかってしまうこ
ともざらにあったりだとか、あるいは治療をしたけれども、必ずしも妊娠に結びつくと
も限らない状況にあって、経済的な事情が理由で出産とかを諦めてしまうということが
なるべくないようにしたいということで、今年度から大幅にその助成制度を拡充いたし
まして、最大で市としては20万円の補助をさせていただくと。それと、あと同程度の補
助が県の方からありますので、その両方を使っていただけると大分経済的な負担は軽減
できるのかなというふうに思っているところであります。 

次に三つ目の星の、学校施設の整備というところをごらんいただきたいと思います。
最初の、児童生徒の学習環境を改善するため、全ての小、中、義務教育学校普通教室へ
のエアコン設置とあります。今年は今週になって大分暑さが厳しくなってきましたけれ
ども、昨年度に比べると、正直、暑さの度合いとしては、かなり低いというふうに思っ
ています。昨年度は本当に40度近いような日が連日続いておりまして、豊田市なんかで
は暑さが原因で命を落とされる子どもも出たりなどして、そういった状況もありました
ので、西尾市としては今、小、中学校と佐久島の義務教育学校への普通教室のエアコン
の設置をスピーディーに進めているところでありまして、今年の夏はちょっと間に合わ
ない状況でありましたけれども、何とか今年度中に全て完了して、来年の夏には快適な
環境で子どもたちに過ごしてもらえるようにという形で今、段取りを進めているところ
でありますので、また御承知をいただきたいなというふうに思っています。 
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次に２段段下がっていただいて、「県立特別支援学校」の開校に向け、建設地の造成工
事などに着手とあります。今うちの須脇町というところで、県立の特別支援学校の整備
に向けて進めているところであります。目標の開校年度が令和４年４月となりますので、
まだ３年ほど時間はかかってしまうんですけれども、今そういった障害がある子どもた
ちが安城の特別支援学校だったり、あるいは岡崎の美合の学校に行っているんですけれ
ども、安城の方はもうパンク状態で、これ以上なかなか人が増えられないぐらいのパン
ク状態なのと、あと岡崎の方は片道で１時間以上、通学がかかってしまうということで、
そうした子どもたちの負担軽減だとか、もっと充実した特別支援教育を受けてもらえる
ようにということで、愛知県の方の決断によりまして、西尾で整備をしていただくとい
うことになりました。今のところ予定どおり準備が進んでいますので、これが遅れるこ
となく目標としております令和４年の４月に向けて、しっかり開校できるようにという
ことで着実に準備を進めていきたいなというふうに思っているところであります。 

次に裏面、裏側を見ていただきたいと思います。安心できる暮らしを支える健康・福
祉のまちづくりというところで、１つ目の星と２つ目の星で西尾市民病院についての記
述があります。西尾市民病院については昨年度、懇談会なんかもさせていただいて、要
は目先の経営改善だけではなくて、もう少し抜本的なところで経営改善を図っていかな
いと、なかなか苦しい状況にあるというのが正直なところであります。本日の懇談会で
質問をいただいておりますので、詳細はそこでお話しさせていただきたいというふうに
思っているんですけれども、いろいろどういう方法があるかというのを検討した結果と
して、今年の３月に碧南市側には、経営母体は一緒にさせて統合するんだけれども、病
院としては２病院を存続させる形でどうですかということを碧南市側に提案をして、碧
南市側の方からはメリットが出るように調査、研究を進めていきたいというような旨の
回答が来ましたので、それについて調査、研究を進めるということと、あとは統合する
のかどうかというレベルとは別に、例えば薬品の共同購入なんかを含めて連携してやれ
るところは早くやっていきましょうということで、そこについては合意ができています
ので一緒にやることによって何かコストを下げられる部分については、積極的に取り組
んでいきたいなということと、あとは当面の経営改善をやっていくのですが、やっぱり
一番の経営が厳しい原因というのは医師不足にありまして、医師の供給元というのは基
本的には大学の医局と呼ばれる組織になります。その医局と呼ばれるところの一番トッ
プである教授の方が、その医師の派遣する権限を全部持っているわけですので、その教
授の方に西尾市における医療の状況をしっかり伝えて、ドクターの派遣をお願いすると
いう、すごく地道ですけれども、それが一番当面としては大事なところでありますので、
病院の院長、副院長も言っていただいているんですけれども、僕の方も時間が許す限り
直接出向いて、少しドクターの派遣を今もお願いしているところでありますので、また
御承知おきいただきたいなというところであります。 

次に、大きな見出しの、安全とうるおいのある環境づくりというところになりますが、
３行目に防災無線の放送内容や緊急速報メールの内容を確認することができる防災アプ
リの供用を開始とあります。今年度スマートフォン向けの防災アプリというものを作っ
たんですけれども、昨年度をちょっと思い起こしていただきますと、大きな台風が二つ、
三つ来たと思います。市としても、初めて避難勧告というものを出したんですけれども、
そういった災害情報を伝える手段として、市民の方からよくお声をいただいたのが、行
政無線が聞こえませんという事をいただきました。防災行政無線については、どれだけ
精度をよくしたとしても、夜間に雨戸なんかを閉めてしまったりとかして、そういう状
況だと正直聞こえるようにするというのは、現実にできない状況ですので、防災行政無
線は防災行政無線で大事なんですが、それ以外の媒体というか伝え方も含めて、いろい
ろ情報を伝達する手段を用意していこうということが大事だというふうに市としては考
えています。市のホームページですとか、あるいはＳＮＳと呼ばれますそういったもの
ですとか、あとはキャッチさんの放送なんかも含めて、これまでも情報をお伝えする手
段はあったんですけれども、最近ですとスマートフォンを使っている方も多いというこ
とで、そのスマートフォン向けのアプリをダウンロードしていただきますと、緊急速報
メールの内容ですとか、防災行政無線で流した放送内容なんかも確認することができる
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ようになっておりますので、ぜひともこちらについては活用していただきたいなという
ふうに思っています。 

次に下から３番目のところ、３行目を見ていただきますと、岡崎、西尾、幸田で協議
を進めている広域新焼却施設の建設に向け、立地場所を決定というふうにあります。今、
西尾市と岡崎市の一部と幸田町とで一つの大きな焼却施設をつくりましょうという話を
しておりまして、具体的にその焼却施設が稼動するのは、もう10年ほど先になるんです
が、場所の選定についても今、検討を進めているところでありまして、今一番有力なの
が現クリーンセンターですね。ちょうど吉良町と旧西尾市の境の当たりにあり、あそこ
のところの敷地内につくるということで、現在、一番有力であります。なかなか新しい
場所でというと、その近隣の町内との御理解なんかも含めて大変なんですけれども、今
のところの敷地内であれば、特別今よりも大きな何か被害というか、迷惑がかかるとい
うことはないだろうというように考えていますので、今年度中に場所を決定して、また
市民の皆さんにもお伝えさせていただくんですが、現状としてはそういう状況にあると
いうことで御承知をいただきたいなというところであります。 

最後６番目の見出しの、市民と行政が共に考え、行動するまちづくりという所で、２
行目に市民サービスの向上と効率的な行政運営を実現するスマート自治体への転換を目
指し、ＡＩ、ロボティクスによる事務の自動処理を検討というふうにあります。これは
ちょっと役所の中の話になるんですが、このスマート自治体というのがキーワードであ
りまして、要はこれまで我々職員が何十年間と人がやって当たり前だと思っていた業務
の中でも、最新テクノロジーを活用することによって、よりその仕事が早くできたりだ
とか、よりミスが少なくできるという分野がすごく今ふえてきております。ですので、
そういうところについては積極的にテクノロジーを活用していって、その分、労働力が
浮きますので、そういった浮いた労働力は市民の皆さんとのコミュニケーションだとか、
企画、立案だとかいうところの、もっと付加価値が高い業務をしていただくことで、同
じマンパワーでもより高いパフォーマンスが発揮できるようにしたいということで、今
そういった取り組みを市役所挙げてやっているところでありまして、来年度から順次方
向性がついたところから実施に移していきたいなというふうに思っているところであり
ますので、また御承知いただきたいなと思います。 

以上、ちょっと駆け足になってしまいましたけれども、今年度の市政運営についての
主だったものの説明をさせていただきます。この市政運営におけるこの資料全般につい
ては、また後ほどフリートークの時間がありますので、その時間に御意見とか御質問等
があれば、またお話を承りたいなというふうに思いますので、よろしくお願いいたしま
す。 

以上です。ありがとうございました。 

 

○細田秘書広報広聴課長 

ただいま市長からお話がありました市政運営に関して、御質問などがある方は、今市
長が申し上げましたとおり、後ほど設けます自由意見交換の時間で御発言いただくとい
たしまして、ここからは事前に提出をいただきました御意見や御質問などに対して、市
から回答をさせていただきます。 

なお、この懇談会ではかた苦しくなく、活発に御意見等をお出しいただけるよう、地
区のことをよくご存じの町内会長様に進行役をお願いしております。今回は鶴城小校区
の髙�会長に進行をお願いいたします。 

それでは髙�会長、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（髙�会長） 

皆様、こんばんは。鶴城小校区代表町内会長の髙�でございます。 
皆様におかれましては、日ごろから町内会活動を初め、各分野でまちづくりに御尽力

を賜り、また本日は懇談会に御参加いただき、まことにありがとうございます。 
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さて本日は、市長様初め、市役所幹部の皆様に直接声を届けることができるよい機会
であります。限られた時間ではありますが、八ツ面・鶴城地区さらには西尾市を住みよ
い町にしていくため、有意義な意見交換ができればと思っております。 

それでは御指名を受けましたので、ここから私が進行を務めさせていただきます。進
行に御協力をお願いいたします。 

初めに、八ツ面・鶴城地区から事前にお伝えした意見や質問などに対して、市から回
答をいただきます。限られた時間で効果的に懇親会を進めるため、あらかじめ６件の意
見等をお伝えしてあります。これについては意見等を提出された町内会の方などに内容
を読み上げていただきます。 

なお、市からの回答に対しましての再度の御意見や御質問がある場合は、全ての回答
が終わった後にお聞きしますので、よろしくお願いいたします。 

それでは１件目を新渡場町町内会長の加藤様、お願いいたします。 

 

○新渡場町町内会（加藤会長） 

鶴城校区の加藤と申します。よろしくお願いします。 
今年の春に校区の町内会議におきまして、民生委員改選につきましての協力依頼があ

りました。それを持ち帰りまして、町内役員で町内の候補になるような方を選んだりと
か、またそういう方のところにお願いの訪問に行ったりということを、結構な日数繰り
返したつもりですけれども、なかなか決まりませんでした。また、ある元学校の先生の
お宅に伺ったときの話なんですけれども、この方どちらかというと、民生委員の方にお
願いするような器の方だったんですけれども、給食費の未納ですか。このようなお話ま
で民生委員の方にお願いのお話をされたりして、民生委員というのはもう大変だという
のはもう十分承知しています。そんな大変な仕事は私には務まりませんと。軽くお断り
の言葉をいただいてしまいました。また、その話を伺った後に、次の方にまた伺うわけ
ですけれども、そのときの私の気持ちと言いますか、言葉が例えが悪いですけれども、
おれおれ詐欺ではないですけど、言葉巧みにうまいことを言いまして、その方に無理や
りお答えいただくみたいな、そんな暗い気持ちになって、そのような形の繰り返しをし
ました。 

高尚な民生委員を選ぶに当たってですね、済みません。多くの方々は民生委員は大変
だという言葉につきるわけですけれども、そのお願いするに当たって、もともとは言う
と本当、本当に雑用に近いようなことまで民生委員にお願いしているという現状に問題
があるのではないでしょうか。民生委員の方の仕事を少しでも減らすような対応として、
どこかの市の部署が全部窓口となっていただいて、そこで整理してこれは民生委員にお
願いするなら、これは言われたあなた大変かもしれないけれども自分でやってください
よとか、そんなやり取りで本来の民生委員の仕事を軽減していただくような対応を何と
かやっていただきたい。そういう思いがひとまずです。 

あと民生委員の選出に当たっての、私のちょっと苦情になるんですけれども、一つの
選出に当たっての責任者は誰になるんでしょうか。と申しますのは、承諾書というのが
回りまわって町内会長に充てられます。これは何だか町内会長、あなた選んでよと、責
任者あなただよと言われるぐらいの気持ちになりまして、本当に不本意でした。民生委
員はどのような仕事をするのか。例えば月に１回はどこかに集まっていたとして、市や
いろいろなところからのお話があってそれを民生委員の方が展開するとか、また、それ
が何日ぐらい仕事量としてあるのか、全然わからない。こう私たちに、その民生委員に
ついて決めようというやりくりは、なかなか納得できるものではないと思います。せめ
て国勢調査ではないですけれども、一から直接依頼いただいて、それなりの知識を得る
ための説明会を開いていただいて、それで町内回ってくださいと言われるぐらいが最低
限必要ではないでしょうか。 

それで今回いろいろな苦労をしましたけれども、再任という形で今までやっていただ
いた方に無理やりお願いしたというふうで落ち着きましたけれども、また３年後がある
ものですから、少しでも民生委員に皆さんが受け入れてくれるような、そんな活動をし
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ていただきたいという希望を持っておりますので、よろしくお願いいたします。 
以上でございます。 

 

○中村市長 

加藤さん、御意見ありがとうございます。 
最初に用意させていただいた回答をさせいただきますので、それに足らない部分がご

ざいましたら、お手数ですが、また後でちょっと再度、御質問いただければなというよ
うに思います。 

民生委員の一斉改選における選任につきましては、代表町内会長並びに各地区の町内
会長の皆様には本当に大変な御尽力でいただきまして、ありがとうございます。 

地域の福祉推進の担い手であります民生委員の皆様には、多くの期待が寄せられてい
ることは事実であります。最近では高齢者の孤独死など社会問題が起きていることや、
市役所などからの依頼を受け、業務を行っていることから民生委員は大変だと言われて
いる原因ではないかというふうに思っています。民生委員の皆様への業務の依頼につき
ましては、窓口である福祉課で取りまとめ、毎月開かれます民生委員児童委員協議会の
理事会で説明、承認を得た後、地区民協、地区ごとの協議会にて、全体に依頼をさせて
いただいているところであります。地区民協では、担当者が出席をし、直接説明を行う
とともに、個別の相談等につきましても担当職員が話を聞くなど、民生委員の皆様の負
担を軽減するように努めているところでございます。 

民生委員活動のＰＲにつきましては、12月の広報にしおに活動内容を掲載予定でござ
います。また、民生委員の選任につきましては、町内会長の皆様に依頼しているところ
でございますが、これは民生委員が市民と行政をつなぐパイプ役となっていることから、
地域の実情をよく把握されております町内会より御推薦をいただきたく、依頼をさせて
いただいております。決して町内会長が責任者というわけではなくて、あくまでも市が
責任者なんですが、そのようにお感じられになってしまったということに対しては、大
変申しわけなく思っております。 

なお、御提案いただきました町内への直接の依頼につきましては、代表町内会長会議
で説明させていただいた内容について御不明な点がございましたら、各ブロックの町内
会長様に直接説明するなどの対応をさせていただきますので、御理解いただきますよう
によろしくお願いいたします。 

以上です。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。 
次に、２件目を亀沢西部町内会長の杉浦様、よろしくお願いいたします。 

 

○亀沢西部町内会（杉浦会長） 

鶴城亀沢西部町内会の杉浦と申します。よろしくお願いします。 
ＰＦＩ事業について、お伺いします。広報、新聞等で、ＰＦＩ事業の調整、難航等が

よく報道されていますが、改めまして何が問題なのか。今までに見直した事業、また今
後の見通しを説明願いたいと思います。 

それと合わせて、７月25日の中日新聞、最近よく三河版でＰＦＩ事業のことがよく載
っております。吉良支所の事が載っておりまして、これは何かフィットネスが何か生涯
教育に変えられるということで、とりあえず12月末でしたか、８億6,000万円を支払って
市の方へ移管したと。それで改修するということで、予算が業者の方だと２億円ぐらい。
市の方だと１億円ぐらいということで、まだ開館が遅れているということですので、そ
れについても今後の方向性ですかね。いつごろ開館予定だとか、詳しく一度御説明をお
願いします。 
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○中村市長 

杉浦さん、御質問ありがとうございます。 
まず、前段について僕の方からお答えをさせていただきます。ＰＦＩ事業につきまし

ては、箱物中心の面が多く、市民不在で進められてきたため、一時中断をし、全面的な
見直しをするとの方針のもと、これまで見直しを進めてまいりました。 

平成29年度には「市長と語る意見交換会」、「ＰＦＩ事業についての懇談会」や「市民
アンケート」などを実施し、市民ニーズを反映させた「西尾市方式ＰＦＩ事業 検証報
告書・見直し方針」というものを平成30年３月に公表させていただきました。事業主体
であります特別目的会社、我々はよくＳＰＣと呼んでいるんですけれども、その会社と
はこの見直し方針に従いまして、契約書の規定に基づき協議をこれまで行ってまいりま
した。しかしながら契約書の条項の解釈をめぐり、見解の相違があり、その直接の２者
間での協議では残念ながら合意に至ることができませんでした。そこで現在は中立公正
な第三者、裁判所なんですけれども、交えた調停において話し合いによる早期解決を目
指しているところでございます。見直しを行った主な事業につきましては、多機能型市
営住宅、寺津温水プールや、きらスポーツドームの建設をしないといたしました。 

また、きら市民交流センター支所棟につきましては、先ほどおっしゃいましたように
フィットネス部分を生涯学習施設、要は公民館だと思っていただければいいんですが、
用途変更するための設計業務を現在行っているところであります。設計後に改修工事を
行い、来年度のできるだけ早い時期の開館を目標としておりますので、よろしくお願い
いたします。 

 

○齋藤資産経営局長  
資産経営局の齋藤といいます。よろしくお願いします。 
きら支所棟について、今の状況について少し説明させていただきます。今年度に入り

まして、きら支所棟につきまして設計を依頼しました。概算工事費を出していただいた
ところ、新聞に書いてあるとおり大変オーバーしていると。今年の予算を大変オーバー
しているというところで、今現在ちょっとその内容の精査をしているところであります。
ぜひとも先ほど市長が言いましたように、来年度の早い時期にはオープンしたいなとい
うことで、今頑張っているところであります。 

よろしくお願いいたします。 

 

○亀沢西部町内会（杉浦会長） 

どうもありがとうございました。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。 
次に、３件目を鶴城小校区町内会長会会計の柴田様、よろしくお願いいたします。 

 

○鶴城小校区町内会（柴田会計） 

鶴城小校区の新屋敷町町内会長の柴田です。よろしくお願いします。 
質問の前に、先週、鶴城校区の会長町内会がありましたけれども、そのときに校区の

協賛金の確認をお願いしましたけれども、そのときにちょっと御礼を言うのを忘れてお
りました。町内会長会としては校区の協賛金で運営が成り立っておりますので、御礼を
一言言っておかないといけないかというので、ここでちょっとこの場を借りて御礼を申
し上げます。 

では、質問ですが、市民病院についてですけれども、僕も医療なんか全くの素人で、
本当に素人考えしかちょっとここには書けませんでした。とりあえず、ちょっとここに
書いてあることと、それからあと実は僕の主治医の先生、この書類を書いた後にちょっ
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と定期健診で行って少し話を伺いましたので、それもつけ加えて少しお話させていただ
きます。 

西尾市民病院と碧南市民病院の経営統合に向けた取り組み、これは先ほどお聞きしま
した。碧南と西尾と何か共同で仕入れとかも安くなると。それから候補地、何かちょっ
とうわさで聞いた話なんですけれども、何か碧南側にするとか、西尾市側にするとか、
そういう話も聞いていたんですけれども、これは先ほど何か二つで運営するというのを
聞きました。それからこの公営の病院についてですけれども、やはり町医者ではできな
い部分をカバーするべきであって、それは何かというとやっぱり救急医療。これに尽き
ると思うんです。例えば碧南側にできた、西尾市側にできたでは、これではもう運んで
いるうちに何か亡くなってしまう人もできてしまうような危険性もあるので、これは西
尾は西尾で必ず救急医療ということで置いておいていただきたいと思います。 

それから、今大変かなり赤字が出ているということで聞いておりますけれども、公共
施設なので少々の赤字は僕はしょうがないと思うんですけれども、その許容範囲はどれ
ぐらいになるのかというのが、ちょっと知りたいなと思っているところであります。 

それから、これは全くの素人考えで、医療というような観点で見るのではなくて、例
えば人の集まる場所、それが今ここに書いてある道の駅とか、ちょっと極端な言い方す
ると、愛知こどもの国とか、そういうところにあってもいいのではないかなと。これは
素人考えで思いました。それは例えば待ち時間が１時間、２時間、そういうときに道の
駅とか、愛知こどもの国ですか、そういう施設にあれば待ち時間も、そういうところで
楽しんでもらえると思います。かえって人も増えるというような長所もあるのではない
かなと。これは全くの素人考えであります。 

それから、その後ちょっと先ほども言いましたけれども、主治医の先生に詳しく話を
聞いた部分があるんですが、安城の更生病院があります。あそこは今黒字経営だと思い
ます。これ、西尾の市民病院に行くと、それから西尾、碧南ですね。どこが違うのか、
それが知りたいです。更生病院は黒字にできて、何で西尾の市民病院は黒字にできない
のか。それは多分、何か根底に何かがあると思うんです。それは僕の主治医の先生に聞
いた限りでは、やはり西尾の市民病院は足りないところがあるらしいです。それは一つ
の売りをつくること。例えば泌尿器科なら更生病院というような売りがあって西尾では
できない、碧南ではできないというのが更生病院に回っている。だから、西尾は西尾で
何か一つ売りをつくるべきだと思います。それをするには、先ほど市長の言われたよう
に先生ですね、お医者さん。やっぱり連れてこないといけない。それは、今どうも西尾
の市民病院は藤田医科大学ですか。そういう先生が多いそうですけれども、やはり国立
から持ってこないといけないと。それは愛知県でいうと名大ですね。名大から、それも
その論文を何件か出しているような先生を持ってこないといけないと。ただ、その場合、
一人単独で来てくださいと言ってもなかなか来てくれないので、若手の研修医を、二、
三人をセットで持ってくるような、そういう確保でないと、なかなか来てくれませんよ
という話は、僕の主治医の先生に聞いています。私立の大学の先生の悪口を言うわけで
はないんですけれども、やはり国立の先生でないと、なかなか今の市民病院の現状で言
うと、もうちょっとモラルも下がっていると。先生自体がね。挨拶もろくにひとつでき
ない先生もたくさんいるので。やはりちょっと質の低下がひど過ぎるので、もう少し質
を上げていかないと患者さん方にも納得してもらえるような医療ができないのではない
かという話でした。そんなところです。済みません。 

 

○中村市長 

柴田さん、御意見、御質問ありがとうございます。 
今聞いた中での、ちょっとお答えになりますので全部網羅できるかどうかわかりませ

んけれども、まず西尾市民病院と碧南市民病院の経営統合に向けた取り組みつきまして
は、本年３月、西尾市は碧南市から提案がありました碧南市内での建設を前提とすると。
碧南市としての条件だったわけですけれども、その考え方に対しましては同意できない
というふうにお答えをさせていただきました。その一方で、冒頭で申し上げましたよう
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に、新たに両市民病院を経営統合し、両市で２病院体制を維持しつつ、両病院で急性期
医療を継続する内容の提案をさせていただきました。これに対しまして、４月に碧南市
から医療連携については合意、病院体制に関しては市民サービスの向上や経営改善を図
れるよう、研究、検討を開始したいという回答がありました。現在は、それに従ってと
言いますか、両市の病院で検討を進めている段階であります。次に赤字についてであり
ますが、一つの考え方として、減価償却費というものがあるのですが、それは帳簿上に
費用が計上されるだけでありまして、実際にその金額を支払うわけではないので、その
金額分を許容範囲とする考え方もあるにはあるそうでありますが、市としてはそういっ
た考え方ではなくて、本来赤字の許容範囲があるとは考えてはいないんです。しかしな
がら、現実的にはここ数年、市の財政状況の許す範囲内で赤字補填をしているのが現状
であります。例えば、平成29年度で申し上げますと、一般会計から約19億7千万円を支出
しております。このうち国からの通知で一般会計が負担すべき経費とされているものが
約14億8千万円。一般会計が負担すべき経費を上回るものが約４億9千万円となっており
まして、簡単に言ってしまうと、経営上の赤字、黒字というのは重要ではないとは言わ
ないんですが、そこよりも赤字補填みたいな形で、市の本体から病院に、平成29年度で
いうと20億、お金を出しているわけなんですね。それが際限なく何億でも出せるかとい
うと、病院で出す分の市民サービスをほかで削ることになるわけなので、余りにも際限
なく出すのは難しいよねというのが根本の問題意識であります。その平成29年度分の基
準で言うと、大体20億円ぐらい病院に出しているんですけれども、そのうちの15億円に
ついてはそれは妥当でしょうという金額なんですね。残りの５億円は、本来的には病院
の経営努力で何とかしてほしいんだけれども、その５億円を市から出さないと病院の経
営が立ちゆかなくなってしまうので、出していますということなので、目安としてはそ
の５億円分は本来病院の努力で何とかしてほしいというところですねというイメージを
持っていただければいいかなというように思います。 

あと、病院の建物につきましては、現在建てかえをするのか、いわゆる長寿命化とい
う方法を取るのかというのは、まだ正直決まっておりません。ただ、今後、建て替えを
検討していく場合にはおっしゃられたように、その人の多く集まる場所というのは一つ
の大事な視点かなというふうに思っていますので、そういったところを踏まえて考えて
いきたいなというふうに思います。 

あと、安城更生病院なんかの民間病院と比べてということになると、いいですか。ち
ょっと後で調査してください。一つには、人件費率が高いとかということもあるんです
けれども、我々、公立病院って、病院の院長とかは本来的にドクターだし、事務部門と
いうのは市役所の人事ローテーションの中に正直回しているので、そんなに１人の人が
10年、20年いるということがないという形になると、なかなか経営的なノウハウがそこ
に蓄積されにくいという状況はあるのかなというふうに思います。ですので、経営をや
っていくという部分については正直、民間病院よりも公立病院の方が弱いという部分は
ありますし、あとは公的医療というものは必ずしももうかる、もうからないだけではな
くて、医療の最後の砦だと思っていますので、そういう採算性とは別のところでしっか
り医療供給体制として面倒を見ると言うと失礼ですけれども、しっかり医療をやらなけ
ればいけないという、この責務は民間病院よりも厳しく持っているつもりでありますの
で、そういったところが影響として大きいのかなと思っていますけれども、ちょっと詳
細は病院の事務部長からまた説明させていただきたいと思います。 

 

○尾﨑市民病院事務部長 
市民病院事務部長の尾﨑と申します。よろしくお願いいたします。 
御質問いただきました西尾市民病院あるいは碧南市民病院と、安城更生病院の違いと

いうことなんですけれども、まず大きく病院の形態が一つ違います。病院といいますの
は実は種類がありまして、一次救急、二次救急、三次救急というような言い方をしてい
るんですけれども、一次救急というのは一般的なまちの診療所だとか、そういったとこ
ろ、クリニックだとか、そういったところがほぼ該当します。私たちの市民病院は二次
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救急と申します。これは急性期を主に担う領域でございます。それから安城更生病院は
それより一つ上の三次救急という、そういった病院の種類となります。この三次救急と
いうのは何するかというと、高度急性期。本当に重症な方を診るような病院だと思いま
す。そういった場合、まず何が違ってくるかといいますと、診療報酬という非常に難し
い言い方になってしまって、わかりづらい部分があるんですけれども、診療したときに
医療保険の方からお金が入ってくるというのがあるんですけれども、そういった、そも
そもの単価が大きく違ってきます。ですので、安城更生の方が治療した場合に、実は皆
さん１割だとか、３割だとか、お金を支払われていると思うんですが、ものによっては
同じ診療でも若干安城の方が高かったりすることもあり得ます。それから救急の場合、
本当にひどい救急の場合、命にかかわるような、高度急性期の場合ですと、例えばよく
聞かれるＩＣＵ、集中治療室というものがあるんですが、そういった集中治療室という
のは西尾市民病院にはないんですが、安城は持っております。ですから、そういったと
ころの単価が大きく変わってまいりますので、収益的には安城更生の方が収益が上がり
やすい。例えば、公立病院でも三次救急という病院がございます。近くでいいますと、
岡崎市民病院。岡崎市民病院は、ここ数年ちょっと赤字傾向になってきたんですが、昔
は黒字です。それから豊橋の市民病院、これも三次救急で今でも黒字の経営をしており
ます。こういった三次救急は、黒字になりやすい傾向にあります。では、なぜ三次救急
だと黒字になりやすいか。先ほど申しました診療報酬の問題が一つございます。それか
ら、もう一つ大きいのは医師の問題です。今、大学の考え方はそういった地域で救命を
していくような、救急を主にやるような病院というところには医師派遣をどんどんして
いくと。センター化というような言い方をしております。ですから、救命救急センター
を持っているような、三次救急だと救命救急センターという、そういった部門があるん
ですが、そういったところを持っているような病院には、やはり医師をどんどん派遣し
ます。ですので安城更生ですと、100人を超える医師数があるかと思います。病床数は700
ぐらいのところです。例えば西尾市民病院ですと、今372床なんですが、医師の数が40人
ちょっと。やはり、その医師の派遣の度合いというのは、大学も力の入れようが変わっ
ています。これは、地域に三次救急としてやっていくところがないと、これはやっぱり
困りますので、いざというとき、本当に今命が危ないというときには、やはり三次救急
が頼りになりますので、そういったところに大学は力を入れていくというのは、ある意
味仕方のないことだなと思います。 

それから、売りをつくるというお話です。これもおっしゃるとおりで、売りをつくっ
ていくというのは本当に必要であると思います。医師の確保に関しまして、若い医師も
含めて複数確保するようにとのことですが、これ実は逆で、実際に派遣していただける
のは、良くて１人。もしかしたら派遣していただけるかどうかという状況です。いろい
ろな公立病院が、大学にお願いに行くんですが、複数の医師をぱっと一気に派遣してい
ただけるというのは、これはもう滅多にないお話になります。 

西尾市民病院は、先ほど藤田が多いというふうにおっしゃられましたが、ほとんど名
古屋大学です。名大から派遣をされています。ただ、一部の診療科では藤田医科大学の
方から派遣をしていただいている、あるいは愛知医科大学の方から派遣をしていただい
ております。名市大も一部はございます。ただ、基本的には名大からの派遣ということ
になっております。 

先生が挨拶もしないというような、お叱りを今いただいたわけなんですが、先ほども
申しましたとおり安城更生ですと、百三、四十の先生が見えるのではないかと思います。
救急車の数でいうと、安城更生さすがに9,000台、１万台弱ぐらいの救急車を年間受けて
おります。では、西尾市民病院はどうかと申しますと、今41人の医師で、もちろん非常
勤の先生に外来で来ていただいているとか、宿直だけやっていただいている先生も来て
いただいておりますが、基本的に常勤の医師は四十一、二名の中で、昨年度で言います
と、4,300台の救急車を受けております。もちろん安城と比べて運ばれている患者さんの
状態が違うことも当然あるわけですが、数で言いますと医師の数とそれから救急車の数
で言いますと、圧倒的にうちの方が１人の医者が受ける救急車の数が多いという状況で
ございます。大変うちの医師も疲弊している状況でございまして、そういった中で、も
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し挨拶ができてないようなことがございましたら、それは大変申しわけなかったなとい
うふうに感じております。いろいろな会議の中でも、そういった御意見があったという
ことを伝えてまいりまして、挨拶はしっかりするようには指導はしてまいりますが、そ
ういった中で非常にうちの医師も今疲弊していく部分だけは、ちょっと御理解いただけ
ればありがたいなというふうに思っております。 

以上でございます。 
 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。 
次に、４件目を八ツ面小校区町内会長会の会計の柘植様、よろしくお願いいたします。 

 

○八ツ面小校区町内会長会（柘植会計） 
戸ケ崎五丁目町内会長の柘植と申します。私からは八ツ面小学校の改築、改修計画と

いうことで、質問をさせていただきます。私の母校である八ツ面小学校は、昭和46年か
ら校舎の鉄筋コンクリート化が始まりました。昭和52年度に４階部分が増築されまして、
現在の形となっています。その後、耐震補強ですとか、トイレ改修などの施設整備に御
尽力をいただいたことにつきましては、まことに感謝を申し上げるところでございます。
ですが、建設後、既に47年が経過しておりまして、校舎内部や給食室の老朽化が目立っ
てきております。職員室や校長室も手狭になっておることは十分に聞いております。 

現在、西尾市では公共施設再配置計画が進められておりますが、八ツ面小学校の校舎
改築ですとか、改修計画はどのようになっているか、教えていただければと思います。
あるいは改築の時期がいつごろになるのかということがあればお聞きしたいと思ってお
ります。 

さらに、西尾市では36校の小、中学校があるわけで、公共施設でいけば538もの施設が
あると思いますが、これらも同様に老朽化が進んでいると思われます。これら公共施設
の改築や改修計画がどのようになっているのか、教えていただければと思います。今後、
ますます少子高齢化が進んでいると思われますので、また財政的にもゆとりがあるのか、
ないのかということが心配になります。改修計画、改築費等の費用が今度捻出されるの
かどうかについて、お尋ねしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

○稲垣教育長 
失礼します。教育長の稲垣でございます。柘植様、御質問ありがとうございます。 
前半部分の八ツ面小学校のことにつきまして、私の方で答えさせていただきます。市

内の学校施設につきましては、高度成長期以降に集中的に整備をされていておりまして、
八ツ面小学校も同様でございます。このために実は今後、一斉に校舎等が老朽化を迎え
まして改築や改修時期となりますので、それぞれの建物についての個別の施設計画を今
年度と来年度で策定をしてまいります。この計画に基づきまして、八ツ面小学校初め、
全ての学校の整備について検討してまいりたいと、このように考えておりますので、よ
ろしくお願いいたします。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。お願いいたします。 

 

○中村市長 

公共施設全般については、僕の方から回答させていただきます。 
市内の公共施設につきましても、近い将来に一斉に建てかえの時期を迎えます。建て

かえには膨大な費用がかかるため、将来の人口減少を加味した長期的な視点による公共
施設再配置を推進していく必要がございます。今後は公共施設のあり方を見直し、次世
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代の負担をできる限り軽減していくことを目的として策定いたしました公共施設再配置
基本計画及び施設ごとに整備計画をまとめた個別施設計画というものに基づきまして、
建物の長寿命化やあるいは建てかえを計画的に進めることによりまして、財政負担の平
準化を図り、施設利用者の活動拠点の確保を勘案した施設の統廃合を行ってまいりたい
と考えていますので、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。 

それでは次に行きたいと思います。 
次に、５件目を八ツ面小校区代表町内会長の畔柳様、よろしくお願いいたします。 

 

○八ツ面小校区代表町内会（畔柳代表町内会長） 
八ツ面小校区代表町内会長の畔柳です。よろしくお願いいたします。 
私の方からは市立図書館の改修、リニューアルのお願いについてです。市立図書館は、

近隣他市の図書館に比べて、近代化とかバリアフリー化が遅れており、見劣りしている
と思います。今後、図書館の改修やリニューアルの計画はありますでしょうか。17万都
市にふさわしい魅力ある図書館としてリニューアルすれば、多くの市民が利用するよう
になると思います。また、隣接の岩瀬文庫の方の活用も合わせて検討して、市民の集ま
る文化の場となるようにしたらどうでしょうか。 

以上でございます。 

 

○稲垣教育長 
畔柳様、御質問ありがとうございます。 
市内にあります四つの図書館の維持管理あるいは改修等の具体的な方針を定める施設

ごとの長寿命化計画というものを令和２年度に策定する予定でおります。今後の図書館
の改修やリニューアルにつきましては、その計画に基づいて行ってまいりたいと考えて
おります。また、その計画に加えまして西尾市の文化財の保存、活用の基本計画となり
ます西尾市文化財保存活用地域計画というものを、今年度より３年間かけて策定を行っ
てまいります。その計画の中で、岩瀬文庫と図書館に隣接するおもちゃ館を総括的に活
用していく計画を検討しておりまして、今後図書館を含めたエリア一体を文化の広場と
なるように整備を検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま
す。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。 
次に６件目も引き続き、八ツ面小校区代表町内会長の畔柳様、よろしくお願いいたし

ます。 

 

○八ツ面小校区代表町内会（畔柳代表町内会長） 

続けて質問させていただきます。私の方からは、広報を月１回に変更することについ
てです。今現在、広報にしおは月２回発行されておりまして、配布は非常に大変です。
今年私もその作業を担当することになりまして、実感している状況であります。月に１
回、何とか内容を厳選あるいは濃縮して月１回の発行にならないかなと思います。経費
削減にもなると思いますので、現行２回を１回にするということは、できないものなの
でしょうか。どうしても月２回必要なんでしょうか。その辺をちょっとお聞かせ願いた
いと思います。 
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○中村市長 

畔柳さん、どうもありがとうございます。 
この件については、確か２年前にも同じような御意見というか、御質問がありまして、

そのときは余り具体的な回答は確かできなかったように記憶はしておりますけれども、
広報にしおにつきましては、配布にかかる負担を軽減させるなどの目的から、令和２年
度の４月から月１回の発行とする予定でいます。月１回の発行と合わせて紙面のリニュ
ーアルを予定しており、より一層親しみやすく手に取っていただける広報紙になるよう、
努めてまいりますのでよろしくお願いいたします。 

これまで広報を月２回発行しておりました理由といたしましては、月１回にすること
で時期に即したお知らせを掲載することが難しくなることや、ページ数の増加により情
報が埋もれてしまうことなどを危惧しておりました。今後は紙媒体である広報にしおの
発行回数の見直しに合わせまして、西尾市のホームページや市の公式フェイスブックあ
るいはインスタグラムなどのＳＮＳを活用することで、即時性ですとか検索の容易さも
含めて実現できるのではないかというふうに考えておりますので、よろしくお願いいた
します。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。私どもから事前にお伝えした全ての意見や質問などに対し
まして、ただいま回答がありました。ここで、これまでの意見や質問の回答に関する御
質問などをお受けする時間といたします。なお、自由意見などについては、後ほどお時
間を設けますので、そちらでの御発言をお願いし、ここでは地区取りまとめの事前質問
や市からの回答に関する質問に限らせていただきます。御発言に当たっては挙手をお願
いします。私が指名させていただきますので、町内会名とお名前をおっしゃってから発
言してください。なお、限られた時間でありますので要旨を簡潔にまとめ、御発言いた
だきますよう御協力をお願いいたします。 

それでは、御発言のある方は挙手をお願いいたします。 

はい、お願いいたします。 

 

○鶴城小校区（マツイ様） 
鶴城小校区社会教育委員のマツイですけれども、よろしくお願いします。 
５番の市立図書館のリニューアルについての中で、図書館と岩瀬文庫は建物のことに

ついては多分、図書館と岩瀬文庫に。しかし、あの大部分は鶴城公園という、この地区
の人ではほとんどその名前は必要がない、鶴城公園になっています。それで今、公園や
ろうとしています。市民の集まる文化の場というふうに言った場合に、その市立公園と
いうのは鶴城公園というのがどういう形、どういう景観、どういう環境にするのかとい
うのが、それが一番大事なことです。と思ったら、今偶然、大きな遊具ができつつある。
西尾市の人というのは、何か公園と遊園地と何か間違えているのではないかというよう
な気がして、公園をつくるということは遊園地つくることではないんです。子ども遊び
場。公園というのは年寄り、高齢者から子どもから、あらゆる人が親しめるのが公園で
あって、遊園地は多分子どものための遊具を置いて遊べばいいと思う。しかし、公園の
整備と同時に図書館、岩瀬文庫の環境、景観というのを、どういうふうに考えていった
らいいのかというのが一番大事だと思います。それをあと一個、今度今どういうふうに
今あの地を、要するに鶴城公園、図書館、岩瀬文庫のエリアをどういう形で整備して今
行こうとしているのか。今それが、西尾市の今、大切で何かお互いの図書館とか、岩瀬
文庫と公園のどっちが全然よく話をされていないような点ではないかという、勝手にそ
のいろいろな行事とか、いろいろなことをやっておられるのではないかという気がしま
す。だからその点、よく話をされているのかどうかというのを聞きたい。 

それからもう一つは今言った市立図書館のとか、岩瀬文庫というのは、要するに建物
に関しては今教育長が言われたとおり、そういう方向でやっていただきたいと思います
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けれども、ただ僕はそのものよりもソフトの問題だと思う。それで図書館の職員の充実。
それで岩瀬文庫というと、実際ここで質問したいんだけれども、岩瀬文庫には岩瀬文庫
係というのはありません。岩瀬文庫を担当している職員というと、本当に学芸員という
のは一人です。そういうふうに管理者が１人ずつでたった２人で岩瀬文庫を運営してい
るというのが事実です。それで、それを考えたときに昭和初期に、西尾市に好いたるも
のが一つあると。それは何かと。もう戦前から言われたやつ、それを岩瀬文庫と。まだ、
いまだに岩瀬文庫がその存在を認知されていない。職員の方々も、その岩瀬文庫のこと
はほとんど認知されていない。この現状をいかにしたら、やっぱり、職員の担当だと思
いますけれども、やっぱりそこら辺はやっぱり市長の方々で、やっぱり公務があったと
きに、あの周辺の地域、地区、景観、環境及び人材をどのように、やっぱり一つずつク
リアして考えていきたいのかという意見を少し聞きたいと思います。 
 
○吉田建設部次長 

建設部次長の吉田と申します。よろしくお願いします。 
マツイ様、御質問ありがとうございます。最初の質問で、鶴城公園ということで、皆

さん知られないかもしれませんけれども、岩瀬文庫を含めまして、テニスコートの南駐
車場まで含めた部分が鶴城公園という位置づけになっております。約2.3ヘクタールござ
います。今、言われた岩瀬文庫とあと公園ということで、その東側に公園があるんです
けれども、今回、建設部の方から遊具を設置する工事の方を発注しております。その辺
りの遊園地のような遊具がつくのではないかということの御意見でございます。あとは、
まず岩瀬文庫等を所管する文化振興課との話し合いができてないかということでござい
ますので、そちらの辺りについてお答えいたします。 

鶴城公園につきましては、過去の市政懇談会でも出たと思っておりますが、公園遊具
の整備について御意見をいただいたこともあります。人が集まれるような遊具を設置し
た方がいいのではないかというようなことも言われたことがございます。市民の声等で
もいただいたこともございまして、そういったところを含めて、子どもたちにこう使っ
てもらえるような遊具ということで、少し大きめの森をというんですか、木をイメージ
した形で４本のやぐらが立ったような形で、そういったものをイメージしたような遊具
で、ちょっと色目として遊園地というようなことで、少し原色を使ってインパクトをつ
けたいということもございまして、そういったものをつくることで、子どもさんたちが
遊んでいただけるのではないかというようなことで、今回、公園の方の整備をさせてい
ただきました。エリア全体をどういうふうに考えていくかという御意見でございました
ので、今回はそういった部分を少し優先し過ぎてしまった部分もございます。今後そう
いった色目等につきましては、塗装等ずっと持つものではございませんので、塗りかえ
るとき等にはそういった色目をかえていくようなことも調整しながら進めてまいりたい
と考えております。 

よろしくお願いします。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。お願いします。 
 
○永谷教育部長 

教育部長の永谷と申します。マツイ様、質問ありがとうございします。 
岩瀬文庫につきましては、本当に日本唯一の施設であると自負しております。とても

大切にしていかなければいけない施設であると認識しております。特に人材という意味
では、本当に財産であるというふうに思っておりまして、運営面でも非常に苦慮してい
るところは事実でございます。あと、観光面でも非常に期待ができるところであります
ので、充実した運営が今後できるよう、教育委員会としても体制であるとか、それから
職員配置については十分考慮しながら人員確保、そして財政面においてもしっかり要求
をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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○中村市長 

マツイさん、どうもありがとうございます。 
僕とマツイさんとで、ちょっと考え方が違うかもしれませんけれども、岩瀬文庫につ

いては一つには外部的な要因になりますけれども、平成28年度に当時の皇太子殿下が来
られたということは、やっぱり一つの大きな理由となって市民はもとよりですけれども、
市外の方にも認知度は大分高まったかなというふうに思っています。最近では、学芸員
が本当にいろいろ工夫をしてくれて、企画展をやっているものも多くの皆様方に御来場
いただいていますので、施設の性質上、広く一般受けするものではないかもしれません
が、ただ確実にファンは増えているのかなというふうに思います。あと、僕自身の考え
方として、その文化的なものというのは、これまで守る姿勢が強かったのではないかな
というふうに感じています。当然守るべきものは守るんですけれども、ただ広くその魅
力をＰＲしていこうよという、そこの攻めの部分が僕は弱かったと感じていまして、で
すので、攻めの文化施策ができるための人員配置はしているつもりでありますので、よ
ろしくお願いしたいというふうに思います。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。ごめんなさいね。柘植さんが先ほど早かったものですから、
申しわけありません。 

済みませんね。お願いいたします。 

 

○八ツ面小校区町内会長会（柘植会計） 
五丁目の柘植です。済みません。今、先ほどの回答をいただいているわけですけれど

も、個別計画が来年度には完成するというお話であるとすると、先ほども言いました八
ツ面小学校も47年経過しているわけでして、仮に長寿命化改修がされたとすると耐用年
数は80年という考え方だと思うんです。35年後に改築ということになります。長寿命化
改修が来年度にされればということですけれども、これが数年後、10年先だということ
になってしまうと、校舎自体はもう57年を過ぎてしまって、せっかくきれいにしていた
だけたかなという校舎も20年ほどで改築しなければ、取り壊さなければならないことに
なるのではないかなと思うわけです。私としては、せっかく長寿命化改修できれいにな
るのであれば、その校舎は30年ぐらい使えたらいいのではないかなというふうに思いま
すが、この個別計画ができた段階で改築あるいは改修ということになるのであれば、公
表をしていただけるかどうかお聞きしたいと思います。 

また、先に聞いております公共施設等総合管理計画があったかと思いますが、こちら
の方を読みますと、現状では今後30年で約3,725億円のお金が必要であると。不足するお
金が約1,700億円生じますよと。このままの状態でほかっておけばということだと思いま
すが、費用が45％ほど不足する状況では、学校施設への整備というのも当然ながら計画
どおりにいかないというふうに思います。将来の西尾市を担う児童生徒が学ぶ学校施設
が絶対必要なものだと思いますので、ぜひ積極的に整備をしていただけないか、御質問
させていただきたいと思います。 

 

○永谷教育部長 
柘植さん、御質問ありがとうございます。 
今、御案内いただきました個別施設計画ですね。こちらにつきましては学校の施設を

長寿命化をすることを前提にしまして、今後の改修の費用であるとか、改修の時期です
ね。そういったものを策定するものでございます。このために、市内全学校の計画を策
定をしなければ、八ツ面小学校がほかの学校と比較してどのぐらい老朽化が進んでいる
とか、どの時期に改修であるとか、改築をすべきかということがわかりませんので、ま
ことに申しわけございませんけれども、現段階では公表することができない状況でござ
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います。 
あと教育委員会としましても、これまでも各学校の施設状況を調査をしたり、大規模

改修や改築などの計画策定を行うなど、積極的には予算要望などを行ってまいりました
が、残念ながら財政状況であるとか、いろいろな事業の優先順位、そういったものなど
の影響によりまして、思うようには施設整備が行われていないというのが実情でござい
ます。今後とも西尾市の未来を担う子どもたちのためにも、積極的に教育委員会としま
しては要望を続けてまいりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○髙原総務部長 
総務部長の髙原と申します。「財源不足」というお話が出ましたので、私から市全体の

財政状況について、少しお話をさせていただきます。御承知のとおり西尾市は合併をし
て、今年で８年目を迎えております。合併をしたことによる国の特例措置の最も大きな
ものが普通交付税の特例交付でございまして、この特例は合併後11年経過するとこの特
例がなくなるという状況にございます。また、今後は西尾市においても人口減少が見込
まれておりますし、税収による財源確保もなかなか難しくなってまいります。そのほか
には高齢化が進むことによります社会保障関連経費についても、増える一方という状況
でございます。 

未来を担う子どもたちが学ぶ学校施設の今後の整備計画につきまして、柘植様の方で
御心配になられるお気持ちは、私の方でも十分理解はしているつもりでございます。し
かしながら、教育委員会が所管するだけでも小学校の他にスポーツ施設だとか文化施設
だとか、またこのふれあいセンターのような生涯学習施設もございます。また、その他
の分野では福祉関連の施設だとか保育園など、多種多用な施設を市では管理、運営をし
ておりまして、多くの市民の皆様に御利用いただいているという状況でございます。こ
れらの施設を統廃合はしていくこととなろうかと思いますけれども、バランスよく整備
をしていく必要がございます。したがいまして、学校施設のみを優先して整備していっ
てくれないかということにつきましては、なかなか難しい面もございますので何とぞ御
理解いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。 
予定した時刻となりましたので、ここからは自由意見交換の時間として進めてまいり

ます。お時間は午後８時15分までとさせていただきます。皆さまには、先ほどの地区と
りまとめの意見や質問などに関わらず、まちづくりに対する提案や意見、その他、地域
の困り事や関心事などがございましたら御発言をいただきたいと思います。 

また、市長様からお話のありました市政運営に関する御質問などがございましたら、
御発言ください。先ほどと同じように御発言に当たっては、挙手をお願いします。私が
指名させていただきますので、町内会名とお名前をおっしゃってください。なお、より
多くの方に御発言いただけるよう、要旨を簡潔にまとめ御発言いただきますよう、御協
力をお願いいたします。それでは、御発言のある方は挙手をお願いします。 

どうぞ。この方、はい。済みません。 

 

〇志籠谷町（スギウラ様） 
志籠谷町のスギウラと申します。先ほど松井さんもちょっと質問された鶴城公園のこ

とが関連しているんですけれども、実は山田議員はこの地区は、ここの公園をつくると
きに非常に御尽力いただいて、西尾市で唯一市民が立ち上がって作った公園ということ
も私は理解しています。これには、この伊藤町の人ですとか、周辺の鶴城校区の方、み
んなそろってこの公園の意見を出して整備した記憶がございます。今も御存じかと思い
ますけれども、今、西尾で唯一水遊びができる公園として、今、夏になると水を流して
います。子どもが水で遊んでいます。これは西尾で唯一の水遊びができる公園になって
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います。先ほど市の公園の建設の方が言われましたけれども、遊具を置いたらどうの、
こうの。遊園地、そうそう松井さんが今おっしゃられましたけれども、公園というもの
はやっぱり市が押しつけてはだめだと思うんですよ。そんな遊具を置けばいいというよ
うな。これは学校の施設と同じことで、学校を一番知っている、やっぱり地域の八ツ面
校区なり、鶴城校区なりの人が学校のことを一番よく知っているはずなんですね。学校
のどの辺が悪い。例えば八ツ面小学校であれば、風がびゅうびゅう吹き込む。ガラスが
もう古いよということ。みんな校区の人、知っているんですよ。もう校舎も古いことも。
それは市の人は視察して云々以上に、市民の人以外も、すごく知っているということな
んですね。そのことを例えばこの公園でもそうなんですけれども、押しつけるのではな
くて、市民に投げかけて意見をもっと、もっと抽出する形を取ってください。ここの公
園をやった日からもう８年たちますけれども、ほかに続いたという公園、聞いていない
んですよ。市民がつくったという公園は。みんな押しつけなんですね。遊具を置けばい
いだろうと押しつけです。でも、この公園、御存知かと思いますけれども、子どもの遊
具は１個もありません。置きませんでした、わざと。その理由というのは、小学校が隣
にある。幼稚園が隣にあるということで、遊具よりも町の人が必要なものを置くべきだ
ろうということで体育施設を置きました。健康遊具を置いていました。それと同じこと
で、本当にその地区で必要なものは何かというのは、市民の人と話し合うことではない
かと思うんですね。意見を取り出す。その意見を取り出す環境を市の方ではぜひこうし
ていただきたいんですね。いろいろなそのワークショップを開くのがいいかどうかわか
りませんけれども、あるいはコンサルを呼んで主導的にするのはやめていただきたい。
あくまで市民を引っ張り出して１人でも多くの市民から引き出して物事を進めていく形
を、ぜひ市の方から提案していただいて、そういうシステムなり、つくる場を持ってい
ただきたいなと考えておりますが、市長いかがでしょうか、その辺は。 

 

○中村市長 
はい、スギウラさん、ありがとうございます。 
具体的にどういう方法でやるかというのは、今後の検討課題とさせていただきたいん

ですけれども、おっしゃるとおりだと思っていまして、決して押しつけているつもりは
ないんですが、ただ現状を見ると、どの地区の公園も面白味がないというか、特徴がな
いというか、何か決まり決まったような公園が同じようなものがぽつぽつぽつとあるよ
うな感じで、本当にそれが地元の方々に望まれている公園なのかなというところについ
ては、確かに疑問符がつくものもあるんですね。そこは今すごく自分自身も反省点とし
て思っていて、今後、公園を整備する際には、本当に地域に望まれるようなものをつく
るようにという指示は出しているところでありますので、それがワークショップになる
のかとかいう方法論は、ちょっと内部で検討させていただきますが、なるべくというか、
どうせつくるなら利用者に喜ばれる公園にしていきたいなというところは同じ思いであ
りますので、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。 
はい、済みません。よろしくお願いいたします。 

 

○道光寺町（クリオ様） 
いろいろとありがとうございます。先ほど、病院の先生が挨拶をしないという声が出

ましたんですけれども、市民病院で。申しわけございません。道光寺町のクリオと申し
ます。 

私、市民病院をつくるときに八ツ面の方が農地をお金でもらいたくないと。換え地を
くださいということで、道光寺ではありますけれども、農地を出したことがございます。
そういうことで市民病院にも愛着を感じているんですが、今、医者の先生が挨拶ができ
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ないということに対して、あそこで研修医をしていただいた先生が何とおっしゃってみ
えるかと。３年研修医をしていただいた先生がおっしゃるには、西尾市民は市民病院を
財産として大事にしていないと、開業医の先生も西尾市民病院を財産として大事にして
いないということをおっしゃっておられました。私は直接先生からお聞きをしたかった
んですけれども、先生はこの３月をもって日本赤十字の方へ転籍されてしまいましたの
で、その後、事務局へはまだ行っておりませんので、どういう点をそういうふうにおっ
しゃったのか、お聞きをしたかったんですけれども、先生方も忙しい中に一生懸命やっ
ていていただけると思います。それから、市民のみんなが財産として大事にしなければ
いけないということは大切なことだと思います。 

それから、公園の問題も出ておりますけれども、今は髙�代表町内会長が見えますけ
れども、図書館の前の用水をためる池ですね。あれは草だらけになっています。ようあ
れで何とも思わないですね。火事になったらどうする気ですか。私は西尾中学を卒業の
ときに、同年の者がハテボラというグループで、あそこに桜の木を植えたんです。よそ
からもらってきまして買ってきましてね。それをみんなで手入れをしていたんですけれ
ども、今もう83歳になりますものですから草刈りをするにも草刈り機を使えないぐらい
という年になりましたので、これは亀沢の方で町内の行事として年１回ぐらいは草刈り
をしていただきたいと思います。そのほかを市の方でお願いをしたいと。市の方に対し
ましては公園の花時計を花をかえていただいたときに気がついた段階でよく公園課の方
へ御礼に行っておりますけれども、あっ、また来たなという顔でいらっしゃいますけれ
ども、あそこの花時計をつくっていただけることも非常に一生懸命でやっていていただ
ける。桜の木を植えた同年の者も一生懸命やって手入れをしてきたんです。ところがあ
れだけ今、草ぼうぼうになってしまっているんですよね。秋になったら、あれ枯れ葉に
なったらどうなるんでしょう。各町内におかれましても町内の清掃をしてみえると思い
ますから、その清掃の業務の中に亀沢として入れていただいて、あの地区であの草を刈
っていただきますようにお願いをいたします。 

今ちょっと紹介をしましたが、ハテボラという会はそのほかにお抹茶の普及にも力を
入れておりました。それから私のグループに属しておりましたのが、前の文化会長のサ
カキバラさんでしたよね。市民病院の副部長をやられたときに何か寄附をしてもらいた
いと。どうも車椅子がないから何とか寄附をしてくれということで、副部長になった女
の子が同年でございまして、寄附をしたことがございます。その寄附をした車椅子が余
りにも高価でありましたものですから、高価で使いにくいというようなこともあって、
その数年後の副部長がもう１回、今度はやさしい、簡単なものを寄附してほしいという
ことがございまして、５台ぐらい寄附した覚えがあります。一番最初のときには、院長
が名前を入れさせてくれとおっしゃったんですけれども、いや、恥ずかしいから名前を
入れないで有志一同ということでしましたけれども、その後、そういう時代が来まして
名前を入れて車椅子を寄附していただける会社がありまして、よかったなという気がし
ております。それからついでで申し上げておきますと、まず市長が自分の命は大切にし
なさいということを言われました。交通ルールを守って社会を大事にしなさいと、人の
命も大事にしなさいということを、市長は市の交通安全推進協議会の総会でおっしゃっ
てみえたんです。私も良いことを言っていただいたなと思いますが、まずその関連で救
急車は有料にしたいと思います。有料にね。利用した人が負担すると。公共施設は、そ
れぞれの公共施設でもテニスでもそうですけれども、利用した人がそのお金を負担する
と。現在、西尾駅から市民病院まで960円かかります。名鉄タクシーで。救急車の中には
３人の救急士が乗ってみえます。それから救急車の中にはいろいろな医療設備がありま
すので、その何倍かに当たるわけですね。それがどうもタクシー代わりに使われてくれ
るのはあるように聞いておりますので。 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。 
時間の都合もありますので、申しわけありません。趣旨を簡潔にお願いしたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 
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○道光寺町（クリオ様） 
はい、わかりました。済みません。 
そのほかには生活補助。これはやめたいと思います。本来ならば子どもが親を養育し

なければ、養育というのは助けなければいけないと思うんですよね。それを社会でやら
せているわけです。１年で、すっとやめるというわけにはいきませんから、将来、親の
面倒は子どもが子どもとその親族で看なければいけないと思います。市の予算も固定資
産税が半分です。それをみんな一生懸命で働いて先祖代々のみんなが働いてつくった固
定資産を税金として納めているわけです。そういうことで、市の方にもお金がありませ
んので、我々は子どもも含めまして一生懸命に働いて税金を納めることが大事だと思い
ます。 

それから教育関連でお伺いしますけれども、今日７月は大河内さんの命日ではないで
すか。もう15年になりますけれども、大河内さんが亡くなられてからの15年間になりま
すが、その後、いじめも学校の方も配慮していただいているとは思いますけれども、私
も校長会議の傍聴をお願いに行ったんですけれども、ちょっとどうもそれに値しないと
いうことでやめました。 

 

○司会（髙�会長） 

どうもありがとうございました。御意見として伺わせていただきます。どうもありが
とうございました。はい、お願いいたします。 

 

○新屋敷町（シバタ様） 
新屋敷町のシバタです。 
先ほどの御意見ありがとうございます。大方はモラルの問題だと思います。今ちょっ

と国レベルの話になってしまいますけれども、社会保障費が国家予算の４割。太平洋戦
争のときの軍事予算ちょうど４割。先ほどのモラルの問題で、これを削減するには本当
にモラルの問題だなと思います。 

ちょっと済みません。市民病院の先ほど、三次救急はもうかりやすいと。それから二
次救急はもうかりにくい。ということは、二次救急は全て赤字かというとそうではなく
て、二次救急でも黒字の病院はありますよね。そういうところは、先ほど市長も言われ
たその抜本的にと言われたのか、何か西尾と碧南の経営統合とか言われましたけれども、
それって抜本的ではなくてちょっと安易な考え方ではないかなと思います。それよりは
二次救急でも黒字になっているところを見習って、何かやっぱり売り、売り。ここなら
西尾に任せようというような魅力を作って、二次救急でも黒字を目指すという方向で行
っていただきたいと思います。 

以上です。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。 
 

○尾﨑市民病院事務部長 
御意見ありがとうございます。 
確かに二次救急でも黒字の病院がございます。一つの主な要因としましては、医師の

数というのは非常に大きな要因になっています。今、西尾とそれから碧南、お互いに医
師の数が非常に少ないところでありますので、くっついて医師を増やしたいという、そ
ういった部分というのがスタートでございます。今後ますます働き方改革だとか、そう
いったことで医師の派遣が難しくなってくる中で、少しでも医師を確保していくために
はそういった、必ずしも碧南ということに限らず病院の統合というのは、あちこちで起
こってくることなのかなというふうには感じております。ただ、言われるように、その
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売りというのはやっぱり本当に大事だと思っていますので、そういったことも目指しな
がら改革していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。どうぞ、その、後ろのその方。 
 

○道光寺町（スズキ様） 
大分疲れておられるかと思いますが、最後だと思いますが、一つだけお願いします。 
皆さん共通の話題ではありません。道光寺の２部を担当しておりますスズキと申しま

す。 
済みません。改めて、ローカルな話題になってしまいますけれども、ちょっと申しわ

けございません。皆さんの共通の話題にはならないかと思いますが、せっかく市長さん
がお見えになっておられますので、市長さんの耳にどうしても聞いていただきたい。お
願いしたいと思います。道光寺町というのは、御存じかもわかりませんが、北から南へ
細長い町内なんですね。そこに道光寺川というのが流れておりまして、用水のような川
なんですが、それが北から南、北の方が高くて南の方が低くて、その道光寺川が北から
南へ流れて東へカーブしてみどり川へ注いでおります。たびたび氾濫しているんですね。
この間の台風のときも床下浸水が数軒ありました。私が思うには、そのみどり川に平行
して走っている細い川がありますよね。西尾信用金庫中央支店の前に鯉が泳いでいると
ころです。今泳いでないかな。あそこをためて水をとめているんですね。以前はあそこ
は川だったんです。あれをとめているがために、そのみどり川がフルになって、オーバ
ーになって道光寺川がうまく流れないと。カーブしているから、そこでフルになってし
まうということがたびたびありました。私の息子も車を失いましたし、数軒、毎回台風
にかかわらず、ちょっとした雨で氾濫してしまう場所なんですね。寺内下というところ
ですけれども。そういった事実を市長が、まず御存じかどうかということを聞きたいこ
とと、再三、前の町内会長を通じて土木の方にもお願いしているんですが、ちょっと物
理的に無理かなという話もちらほら聞くんですが、その辺どうなっているのか、ちょっ
とお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

 
○中村市長 

済みません。まず、具体的にその道光寺のところで浸水が起こっている被害がという
ことは、ちょっと僕の方で聞いておりませんので承知しておりません。 

 
○榊原上下水道部長 

上下水道部長、榊原と申します。 
鈴木様、毎回、大雨のときに御心配、御迷惑をおかけして申しわけありません。 
今のお話で道光寺川、先日の19日のときにも道路冠水して、大変御迷惑をおかけしま

したけれども、おっしゃるとおり、みどり川、北浜川なんですけれども、そちらの河川
が、改修が県の方で進めていただいておりますけれども、まだまだ進んでいないと。結
局その下流側がその下流からの能力がないものですから、道光寺川があふれてしまうと
いう状態で大変申しわけないんですけれども、うちの方でも例えば調整池を作るだとか、
そういうことでちょっと検討は進めておりますので大変御迷惑をおかけしますけれども、
御理解の方をよろしくお願いします。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。もう一方の方、よかったですかね。一人ずっと手を挙げて
いてくださって済みません。いいですか。 

 

○桜町（サカキバラ様） 
桜町のサカキバラです。よろしくお願いします。 
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ちょっと皆さん、結構大きなことを言ってみえて、聞かれてみえて、僕すごく細かい
ことなんですけれども、ちょっと教えてください。私55になりまして、足腰非常に衰え
を感じましたものですから、これはやばいということで自転車を始めたんですね。自転
車に乗っていたら10キロ体重が落ちました。足腰もめちゃくちゃ健康になりました。多
分、寿命が10年は伸びたと思います。本当にそれぐらい思っています。非常に健康によ
くて、最近は三ヶ根山へ自転車で登りに行くんです。これはどうも三ヶ根山は自転車で
登るのに有名なところみたいで、他市からも例えば名古屋からとかも訪れるし、自転車
で訪れる方がいるようです。三ヶ根山を、もうへえへえ言いながら登り切ると、あの料
金所までしか登れないんですけれども、それでも300メートル近くあります。料金所のと
ころまで登り切ると、やっぱりもう疲れ果てて休憩がしたいわけですね。そうすると休
憩する場所もあそこないわけなので、ただの道路なので、そうすると道端、道で座り込
むしかなくなってしまうので、そうしているときに、ここは市道だから道端にちょっと
した自転車をかけるラックと休憩所でもあればいいなと思ったんですね。そのときにニ
ッチな趣味ですから、テニスコートだとか、プールだとか、その広い、公共に広い部分
は税金投入が簡単でしょうけれども、ニッチな趣味なことに税金を使うというのもなか
なか難しいとは思うんですね。そうした場合に、では、その自転車の愛好家の人にネッ
トでこういうものをつくりたいと。ネットで募金してもらえるの、あるじゃないですか。
何て言いましたっけ。英語で何とか言うやつ。 

 

○中村市長 
クラウドファンディング。 

 
○桜町（サカキバラ様） 

クラウドファンディング。ああいうのを募集かけて、ではそういう休憩所欲しいよね
ということで寄付が集まったならば、じゃあ事前に、例えば市役所とここの市道にクラ
ウドファンディングかけて、そういうのを募集したいんだけれども、集まったらちょっ
とした土地を貸してくれないかとか、そういう話し合いというのができるのかなと。あ
るいは、そういう方法を取ればニッチな趣味の方にも、市のそういうものが利用できる
ような環境ができて、みんなハッピーかなと思うんですけれども、そういうことができ
る方法というのは、相談する場所というのはあるんでしょうか。そこが聞きたいんです。 

 

○司会（髙�会長） 

よろしくお願いいたします。 

 

○吉田建設部次長 
建設部次長の吉田と申します。 
榊原様の今の質問ですけれども、窓口として今道路の一部をというような話でありま

したので、道路管理者も市の方になります。料金所より上については市の方で管理して
いない部分になりますけれども、料金所までは市道部分になりますので、そちらが窓口
にはなるんですけれども、道路というもの自体がその車が通ったり、そういった交通の
用に供するものということで、もし上を使おうとすると占用とか、そういった形になる
のかなというふうに思っております。 

 

○桜町（サカキバラ様） 
道路用歩道とか、空き地とか。 

 

○吉田建設部次長 
要は道路の形態をしない部分で、市の用地等があればそういった部分にとかいうこと

も考えられるとは思うんですけれども、その場所によってということになりますので、
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市の土木課の方に来ていただいて、そちらの方で土地等の確認をした上で、当然できる
ということは、ここでは話はできませんけれども、窓口として土木の方に道路というこ
とであれば来ていただきたいなと思います。 

 

○桜町（サカキバラ様） 
そういう相談はさせていただいていいわけですね。 

 

○吉田建設部次長 
ええ。その部分を、当然、道路施設ではないものですから、市役所の内部のことで、

縦割りになってしまうので申しわけないものですから、ここではなんですけれども、そ
ういったそのサイクリングと言うんですかね。自転車に乗られて、そういったものが必
要だというところに対して、道路としてそれができるということは、今のところ経験し
たことがないものですから、そういったものが他の市町にあったりだとか、その窓口が
他の部署になったりだとか。そういった形で進められるものであれば、そういう話はで
きるものなのかなと思いますので、そういったところについて、一度市の方にというこ
とで、お願いしたいと思います。 
 
○桜町（サカキバラ様） 

わかりました。はい、わかりました。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございました。 
お時間の都合がありますので、あと、お１人とさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

 

○熊味町（ヤマモト様） 
済みません。熊味町のヤマモトと申します。 
ふれあいセンターの利用のことでちょっといつも思っていることがありまして、ここ

の例えば研修室なんか使いたいなと思ったときに複数人の名簿の登録が必要だよとか、
定期的な利用をすることが条件だよと言われて、五、六人集まってちょっと１回借りて
みたいなと思うときに、すっと貸してもらえなくて、そういう条件をクリアしなければ
貸してもらえないというお話で、利用されてなくても部屋が空いていても貸してくれな
いというのはちょっと残念だなと思って、ちょっといつも思っていることで、今日、市
長がこれに見えるということでちょっと言わせてもらいました。 

以上です。 

 

○司会（髙�会長） 

ありがとうございます。市の方で今の事について、よろしくお願いいたします。 

 

○永谷教育部長 
教育部長の永谷と申します。 
いろいろ御利用について制限が入っておりまして、大変申しわけございません。公民

館の類いにつきましては、やはり利用団体の登録が条件ということで、その代わり営利
目的の使用もできないとかがあるものですから、そうではなく、いわゆる地域の交流セ
ンター的な、ちょっと名前がややこしいですけれども、ほかに利用できるような場所も
ございますので、生涯学習課の方に、では個人で空いているときに使えるとか、そうい
う団体ではなくても使えるようなところもございますので、そういったところでまた御
案内をさせていただきますので申しわけございませんが。 
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○熊味町（ヤマモト様） 

それ、どこに行けば教えてもらえるんですか。 
 
○永谷教育部長 

生涯学習課にお問合せをして。 
 
○熊味町（ヤマモト様） 

市役所の。 
 
○永谷教育部長 

実際の場所は西尾小学校の北の所にございますので。中央ふれあいセンターという所
に事務所がございますので、そうすれば近い所でこういったところがありますよとか、
そういったようなことも御案内させていただきますので、よろしくお願いしたいと思い
ます。 
 
○熊味町（ヤマモト様） 

ありがとうございました。 

 

○司会（髙�会長） 

どうもありがとうございました。 
どうも皆様、進行に御協力をいただきまして、まことにありがとうございました。 
それでは事務局へお返しいたします。ありがとうございました。 

 

○細田秘書広報広聴課長 
髙�会長、どうもありがとうございました。 
それでは閉会に当たりまして、市長がお礼の挨拶を申し上げます。 

 

○中村市長 
本日は長時間にわたりまして、どうもありがとうございました。 
フリートークの時間に手を挙げていただいた方が、多分ほかの地区に比べて一番多か

ったのかなという印象でありまして、ただその分、市政に対する思いが強い方が多いと
いうことで、非常にうれしく思います。 

こういった大人数の場ではなかなか意見が言いにくいという方もいらっしゃると思い
ますし、こうした地区別の懇談会については我々行政の方で時間、場所も指定した上で
させていただいていますので、違った形で市民の皆さんがもっと意見を言いやすい環境
も必要だと思っていまして、具体的には市民の声という形で投書ですとか、メールとい
う形で率直に御意見とか御質問をいただく仕組みもございますし、これはちゃんと僕ま
で内容は確認させていただいています。また、今年度からは出張市長のどこでもトーク
という試みを始めまして、10人以上のグループという条件だけはつきますけれども、場
所も時間も決めていただいて、あとは呼んでくれれば僕の方でどこでも出向いて懇談を
させていただきますよという仕組みも始めましたので、またそういった仕組みも有効に
活用していただきたいなというように思います。我々といたしましては、当然行政とし
ての知恵がありますので、そこは職員で頑張っていくわけでありますけれども、市民の
皆さんの、西尾市民としての生活をしている中での知恵もあると思いますし、そういっ
たものを行政に反映させていくことも非常に大事だと思っておりますので、また率直に
いろいろと、できることとできないことは結果としてあるんですが、率直に御意見を聞
かせていただいて、なるべくそれが日常生活に反映できるようにというふうに思ってい
ますので、今後とも御理解、御協力をお願いさせていただいて、閉会の挨拶とさせてい
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ただきたいというふうに思います。どうもありがとうございました。 
 
○細田秘書広報広聴課長 

最後に事務局から御連絡をいたします。 
本日アンケート用紙をお配りしております。今後の事務の参考とさせていただきます

ので、アンケートに御協力をいただきまして、お帰りの際、アンケート用紙と筆記用具
を出口の回収箱に入れていただきますようお願いいたします。 

２点目ですが、市では皆様の声を市政運営に反映させるため「市民の声」の制度を設
けております。本日、様式を添付しておりますので、市政に対してお気づきのことがご
ざいましたら御意見等をお寄せください。 

３点目ですが、市では今年度から「出張・市長のどこでもトーク」を行っております。
これは、市長が皆様のところへお伺いし、日ごろから感じている課題やまちづくりに関
する提案をフリートーク形式でお聞きするものでございます。詳しくは、お配りいたし
ました案内チラシをごらんいただき、会合等の際には、ぜひ御利用ください。 

連絡事項は以上です。 
それではこれをもちまして、市長と語る市政懇談会八ツ面・鶴城地区を閉会いたしま

す。 
交通安全に御留意いただき、お気をつけてお帰りください。 
ありがとうございました。 

 


